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また ConA はプロテオグリカン合成を濃度依存的に促進した。 3μg/ml の ConA を添加すると，プ
ロテオグリカンへの [35 SJ 硫酸の取り込みは2.5倍増加した。しかしこの ConA の作用は， 10mM の
メチルマンノシドの添加により消失した。
次に，プロテオグリカンの分子サイズを測定した。 ConA は軟骨に特異的な高分子プロテオグリカ








③ 次に，軟骨細胞の分化を促進することが知られている各種ホルモンや成長因子と ConA の作用を比








⑤ ConA は軟骨細胞のDNA合成を抑制した。 ConA の他に小麦匪アグルチニン，レンチル・レクチ
ン，フィトへマグルチニン -L ，ユレックス・レクチン，ガーデンピー・レクチンも DNA合成を抑
制した。シトシンアラビノシドを添加してDNA合成をあらかじめ抑制した軟骨細胞でも ConA はプ
ロテオグリカン合成を促進した。
⑥ 軟骨細胞が球形の形態を維持した浮遊培養系において， ConA はプロテオグリカン合成を促進した。
(考察)









のみがプロテオグリカン合成を促進した。 (4) レンチル・レクチンと ConA は同様の糖結合特異性を持つ












その結果，コンカナパリンA (ConA) ，小麦腔アグルチニン，フィトへマクゃルチニン -p など数種類
のレクチンが幼若ウサギ肋軟骨細胞のDNA合成を抑制することを明らかにした。しかし，軟骨細胞の
高分子プロテオグリカン合成に対しては ConA のみが濃度依存的に促進し また細胞形態も分化型の
球形に変化させることが分かった。以上のように ConA が軟骨細胞のプロテオグリカン合成の特異的な
調節因子であることを初めて明らかにした顔君の論文は軟骨細胞の分化機構，ひいては石灰化機構の解
明に貢献するところが大きく，歯学博士の学位請求に十分，値するものと認める O
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